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背景・ねらい                
養殖環境下における親エビの卵成熟誘導には、卵黄

形成抑制ホルモン(VIH)を分泌する眼柄を切除し、催熟
を促す方法が用いられている。しかし眼柄には VIH の他
にも生命維持に関わる重要なホルモンが存在し、これら
を全て遮断する眼柄切除法は、施術時のハンドリングも
含め親エビ個体への負担が大きい。また個々の親エビに
切除処理を行うため、作業には多大な時間と手間を要
し、生産性の低下につながっている。加えて近年は動物
福祉の観点から、甲殻類においても飼育個体への物理
的負担を問題視する動きもみられ、物理的切除以外の
方法で人工催熟を促す方法の開発が求められている。
本研究は、従来の眼柄切除法に代わり雌親エビに物理
的負担を与えずに成熟・産卵を促進させる技術を開発
する。 
 

成果の内容・特徴             
1. 多価不飽和脂肪酸を含む多毛類を親エビに給餌す
ると、プロスタグランジンの生合成・卵成熟が促される可
能性がある。そこで、ゴカイ (Nereis sp.) を原料とした
生餌を人工餌料とともにバナメイエビ雌親個体に給餌
した際の卵巣催熟の効果を検証した。人工配合飼料
のみの投餌と人工配合飼料と生餌を 3 対 7 の割合で
投餌する 2 種類の投餌法に、眼柄切除処理の有無を
組み合わせた計 4 群の試験区を設け、各群 9 尾ずつ
の雌親エビを 8 週間にわたり給餌飼育し、その間の延
べ成熟回数を計数した（図 1）。さらに成熟個体がみ
られた試験区では自然交尾または人工授精を施し、
試験区ごとの延べ産卵回数と1産卵当たりの卵数を調
べた（図 2）。 

2. 各試験区の延べ成熟回数を比較すると、同じ餌条
件では眼柄切除群(B、D)は非切除群(A、B)より 3.0～
4.3 倍ほど高い値を示す。これは眼柄切除法の高い催
熟効果を表すが、餌料の違いで比較すると、切除なし
では 2.3 倍(A、C)、切除ありでは 1.6 倍(B、D)、ゴカイの
生餌を与えた群(C、D)の方がそれぞれ多く成熟に至る
（表 1）。また各試験区における成熟個体の出現割
合を経過時間毎にみると、眼柄切除の有無にかかわら

ず、多毛類の生餌を与えた群(C、D)の方が、試験期
間終盤に至るまで成熟個体が出現し、多毛類の生餌
給餌は、配合餌料のみの給餌に比べ催熟効果が高く、
かつより⾧期間その効果が維持される（図 3）。 

3. 成熟個体が現れた試験区に対して、雄親エビの投入
による自然交尾あるいは人工授精による産卵を促した
結果、延べ産卵回数では眼柄切除+生餌投餌の D
群が延べ 7 回と最大であるが、1 回当たりの産卵数で
は眼柄切除なし+生餌投餌の C 群が最大値を示す
（表 1）。 

 

成果の活用面・留意点           
1. 人工餌料に加え、ゴカイの生餌を雌親エビに給餌する
ことにより、従来の眼柄切除処理を行わずとも従来法
と同程度あるいはそれを上回る雌親エビの卵成熟誘導
を促進することができる。これにより、親エビを傷つけるこ
となく、また個々の雌親個体にいちいち処理を行わずと
も稚エビの生産ができるようになり、従来法を上回る生
産効率を達成することが可能となる。 

 

その他                  
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発表論文等：スルタナら (2023). 日本水産学会誌、「実験条
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Litopenaeus vannamei の繁殖能力およびそれに及ぼす眼柄切
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バナメイエビ養殖の持続性および収益性維持には、高品質な種苗の安定供給を可能とする技術が必要となる。
人工配合餌料に加えゴカイの生餌を併せて給餌することにより、親エビの卵成熟誘導を促進し、産卵回数・産卵
数を向上させ、成熟効果を⾧く維持できる。従来の眼柄切除法に代わる新たな卵成熟誘導技術としてこの給
餌法を採用することで、エビ養殖において最も手間と時間を要していた種苗生産の効率化が期待できる。 
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図 1 バナメイエビの卵巣催熟試験における実験区設定 
バナメイエビの卵巣催熟試験の 4 試験区。「人工配合飼料のみを与えた群」と「人工配合飼料と生餌（多毛類のゴカイ Nereis sp.）を
3 対 7 の割合で与えた群」に対し、それぞれ「眼柄切除処理なし」「眼柄切除あり」を組み合わせて設定。 

図 2 自然交尾または人工授精による産卵・発生過程の模式図 

表 1 餌料と眼柄切除の有無の組み合わせによる 4 試験区における飼育試験期間中の成熟・産卵状況 

各試験区ともそれぞれ 9 尾の雌親エビを 8 週間にわたり飼育し、その間にみられた延べ成熟回数と述べ産卵回数（い
ずれも目視で確認）、また１回の産卵当たりの卵数の分布を表示。表中の英文字は有意差の有無を示す（カイ二乗検定
後、One-way ANOVA; p < 0.05。”-“は産卵が 1 回しか起こらなかったので統計処理せず、の意）。 

図 3 各試験区における成熟雌個体出
現割合の推移 
図 1 および表 1 に示した 4 試験区において、成
熟卵巣を呈する雌親エビの出現割合を、試験
期間の経過時間毎に示した。「＊」は有意差が
認められた群 (Friedman test, p < 0.05)。 

図表はスルタナら (2023) 日本水産学会誌 89: 127–136 Fig. 1a, Fig. 3a, Table 2, Table3 © 2023 公益社団法人日本水産学会よ
り転載/改変して作成（転載/改変許諾済み） 


